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リンは肥料の成分として代替品の存在しない貴
重な資源である。リン鉱石は数十年以内の枯渇
が予想されており、枯渇は食料生産の低下に直
結する。そのため、リンを廃水等からリサイクルす
ることが課題になっているが、これにはエネルギー
とコストがかかり、効率的な回収方法は見つかっ
ていない。

微生物燃料電池による廃水からの
エネルギーとリンの同時回収法の確立
微生物燃料電池を用いて廃水の浄化とエネルギー回収および
リン回収を同時に達成できる新しい方法を確立した。本法の概
要は以下の通りである。まず、微生物燃料電池で廃水を浄化
しながら、カソード（＋極）の表面にリン化合物を析出させる。
ある程度のリン化合物が析出したら、カソードから析出物を回収
する。
本研究では微生物燃料電池の運転条件や廃水成分などの検
討を行い、カソードへのリン析出に適した条件を明らかにした。
また、カソードからのリン析出物の回収方法を確立し、適切な
回収条件を明らかにした。

リン析出のメカニズム
微生物燃料電池が発電を行うと、カソードでOH−

が生成し、カソード近傍のpHが上昇する。この
時、廃水中にNH4とMgが共存するとリン酸イオン
が廃水に溶けきれなくなり、結晶が析出すると考え
られる。

廃水からのエネルギー回収法の一つに、微生物
燃料電池という技術がある。我々はこの技術に
おいて発電と同時にリンの回収もできる場合があ
ることに気づいた。そこで、微生物燃料電池を
用いた廃水からのリン除去・回収を定量的に示
し、これに関係する主要な要因についての基本
的な知見を得ることを本研究の目的とした。
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現在の廃水処理では、廃水中の有機物を除
去するために大量のエネルギーを消費してい
る。リンを回収する場合は、さらに多くのエネ
ルギーを必要とする。本法を備えた廃水処理

設備が実用化できれば、エネルギーと資源の
回収、および廃水浄化が同時に達成され、
持続可能な社会の形成のために大きく寄与
することができる。
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